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今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
九
回
は
、

Ｊ
Ｒ
今
治
駅
と
今
治
港
観
光
桟
橋
を
結
ぶ
広

小
路
の
由
来
を
紹
介
し
、
大
正
・
昭
和
初
期

の
今
治
を
歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
今
治
市
の
誕
生
と
築
港
整
備

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
二
月
、
今
治
町
と
日

吉
村
が
合
併
し
、
市
制
で
は
愛
媛
県
で
二
番
目
、

四
国
で
六
番
目
の
今
治
市
が
誕
生
し
ま
す
。
誕
生

の
背
景
に
は
、
伸
長
の
著
し
い
綿
織
物
業
が
あ
り
、

こ
の
主
要
地
域
の
両
町
村
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
、

今
後
の
都
市
計
画
に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。

当
時
の
今
治
市
は
�
四
国
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
�

と
も
呼
ば
れ
、
今
治
港
の
取
扱
貨
物
の
大
半
は
綿

業
関
係
が
占
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
港
湾
整
備
の

遅
れ
で
大
型
船
の
接
岸
が
で
き
ず
、
沖
に
い
る
本

は
し
け
ぶ
ね

船
と
の
連
絡
は
艀
船
が
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
本
格

的
な
築
港
が
急
務
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
へ
大
正
一
〇
年
六
月
、
今
治
港
が
愛
媛
県

初
の
国
の
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
、
翌
一

一
年
二
月
に
は
四
国
初
の
開
港
場
と
な
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
同
九
年
五
月
か
ら

県
の
補
助
で
始
ま
っ
て
い
た
築
港
整
備
が

国
の
直
轄
事
業
へ
と
変
わ
り
、
昭
和
九

（
一
九
三
四
）
年
三
月
に
完
了
し
ま
す
。

●
今
治
駅
の
開
業
と
広
小
路
整
備

築
港
整
備
が
進
む
な
か
、
国
鉄
予
讃
線

ふ
せ
つ

の
敷
設
工
事
が
西
条
か
ら
松
山
へ
向
か
っ

て
西
伸
し
て
き
ま
す
。
今
治
駅
の
開
業
は

大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
二
月
で
、
松

山
駅
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
の

こ
と
で
し
た
。
こ
の
開
業
に
合
わ
せ
、
今

け
ん

治
市
は
駅
と
港
を
つ
な
ぐ
一
〇
間
幅
の
新

道
路
�
広
小
路
�
の
整
備
に
着
手
し
（
一

間
は
約
一
・
八
�
）、
こ
の
沿
線
に
公
会

堂
も
新
築
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
治
城
下
町
の
町
割
り

は
、
辰
之
口
門
か
ら
本
町
通
り
へ
伸
び
る
、
海
岸

線
に
平
行
な
ラ
イ
ン
を
基
軸
と
し
、
外
郭
ラ
イ
ン

の
一
つ
が
別
宮
大
山
�
神
社
・
南
光
坊
か
ら
柳

町
・
旭
町
通
り
・
蒼
社
橋
へ
と
至
る
西
条
街
道
で

し
た
。
つ
ま
り
は
、
新
た
に
設
け
る
広
小
路
は
、

大正１３年当時の今治港の様子（今治駅開業記念絵葉書より）

ひ
ろ
こ
う

じ

第
九
回

今
治
広
小
路
の
由
来

大

成

経

凡
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近
世
の
軸
と
の
交
差
を
生
む
縦
軸
線
と
な
り
ま

す
。広

小
路
の
地
名
は
、
江
戸
時
代
の
旧
城
下
町
に

よ
く
見
ら
れ
、
延
焼
を
防
ぐ
た
め
の
防
火
帯
の
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
明
治
以
降
に
新
設
さ
れ
た

も
の
は
、
今
治
市
の
よ
う
に
目
抜
き
通
り
の
役
割

を
果
た
す
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

●
時
代
の
交
差
点
�
ロ
ー
タ
リ
ー
�

今
治
の
広
小
路
は
、
ま
ず
駅
前
か
ら
西

条
街
道
の
ラ
イ
ン
ま
で
が
大
正
一
三
年
に

竣
工
し
ま
す
。
当
時
は
、
こ
の
突
き
当
り

に
公
会
堂
と
市
庁
舎
が
あ
り
ま
し
た

（
現
、
み
ず
ほ
銀
行
・
四
国
電
力
付
近
）。

こ
れ
ら
を
ク
ラ
ン
ク
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
を

生
み
だ
し
、
そ
こ
か
ら
港
ま
で
が
昭
和
四

年
三
月
に
竣
工
。
こ
の
広
小
路
線
の
貫
通

で
、
市
営
乗
合
自
動
車
（
バ
ス
）
の
運
行

が
始
ま
り
、
今
治
〜
尾
道
の
鉄
道
連
絡
航

路
の
利
用
客
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

や
が
て
近
見
村
（
昭
和
八
年
）、
立
花

村
（
同
一
五
年
）
を
編
入
合
併
し
、
道
路

網
の
都
市
計
画
は
広
範
囲
に
及
び
ま
す

が
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
八
月
の

空
襲
で
市
中
心
市
街
地
は
焼
け
野
原
と
な

り
ま
す
。
戦
後
は
戦
災
復
興
計
画
の
も
と

市
街
地
の
再
生
が
進
み
ま
す
が
、
広
小
路

は
二
〇
間
幅
に
拡
張
し
、
復
員
兵
が
飛
行

場
建
設
と
見
間
違
う
ほ
ど
で
し
た
。
市
庁

舎
の
場
所
は
同
二
三
年
に
現
在
地
へ
移
転
し
、
ロ

ー
タ
リ
ー
を
都
心
と
す
る
新
生
・
今
治
市
の
船
出

と
な
り
ま
す
。

初代の今治駅舎と乗合自動車（昭和初年の絵葉書より）

片原町から眺めた広小路（昭和初年の絵葉書より）
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